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人権身の上相談
勤め先、その他で、人権を侵害

されたとか、身の上のことでお困
りのとき、どうぞご利用ください。
東京法務局職員・足立区人権擁護
委員が相談に応じます。相談の秘
密は堅く守ります。相談日は毎月
第3金曜日、午後1時～4時　区
役所( 1 階) 区民相 談室

昼間お 子さ ん を
み ら れ な い 方 へ

入園・入室児を募集
区では、両親が仕事や病気などで、お

子さんの保育ができない方のために、保
育園、学重保育室への入園、入室を、次
のように 募集します。

区
立
・
私
立

保
育
園

各
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和
五
丿

五
年
四
月
に
保
育
園
へ
児
童
の
入
園

を
希
望
す
る
方
の
、
申
し
込
み
受
け

付
け
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
四
月
開
園
予
定
の
私
立
東

和
、
五
月
開
園
予
定
の
区
立
南
花
畑

の
両
保
育
園
(
仮
称
)
の
園
児
募
集

も
合
わ
せ
て
行
な
い
ま
す
。

新

設

保

育
園

の

所
在

地

・
定

貝

▽
区

立

咐

花

畑

保

育

園
(

仮

称
T

南

花
畑

一
!

匸

二
・

定

員

百

二

十

名

▽

私

立

東

和

保

育

園
(

仮

称
)
・
・・
東

和

〒

一
二

・

定

員

百

名

申

込

受

付

期

間
　

一

月

十

日

ヱ

ー
十

四

日

申

込
で

き

る

方
　

保

護

者

が

勳

い

て

い

た

り

病

気

な

ど

の

た

め

、
児

竃

の

保

育

が
で

き

な

い

か

、
ま

た

は

・
　

困

難

な

方

申

込
に

必
要

な

も

の
　

▼

昭

和

五
十

四

年

分
所

得

税

額

の

わ

か

る

も
の
(

源

泉
徴

収

票

ま

た
は

確

定

申

告

書
の

控

え

。
な

お
、
昭

和

五
十

四

年

分

か
未

確

定

の

と

き

は

五

士

。

年

分

の

控

え
)
　

▼

昭

和

五

十

四

年

度

分

特

別

区

民

税

額

の

わ

か

る

も

の
(

す

で

に

お

手

元

に

届

い

て

い

る

納

税

通

知

書

、
特

別

黴

収

税

額

通

知

書

、ま

た
は

課

税

証

明

番
)

▼

印

か

ん

※

課

税

証

明

書

の

謂

求

は

、
窓

口

が

混

み

合

い

ま

す

の

で

お

早

め

に

ど

う

ぞ

。

申

込

・

問

合
せ

先
　

住

所

を
管

轌

す

る

次
の

各

福

祉

事

務

所

◎
足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住
柳
町
一

子
分
　

・
　
八
八
八
!

三
一
四

一
)

◎
中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
一
で
I

〇
j
一
口
　
　

八
べ
儿
-
一
四
(

こ

◎
東
部
福
祉
事
務
所
(
東
綾
瀬
一
一

五
I
ニ
号
　
　
0
五
I
匕
一
(
し

九
)

◎
西
部
福
祉
事
務
所
(
鹿
浜
一
丁
二

四
上
一
　
　
(

九
七
i

五

〇
一

一
)

◎
北
部
福
祉
事
務
所
(
竹
の
塚
一
丁

二
五
-
一
一
七
　
　
八
(
三
-
六
(

〇
〇
)

区
立
学
童
保
育
室

昭
和
五
十
五
年
四
月
入
室
の
児
童

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
　
一
月
八
日
丕

一
十

五
日

入
室
で
き
る
児
童
　
四
月
か
ら
か
学

校

了

三
年
生
に
な
る
児
童

申
込
で
き
る
方
　
両
親
か
働
い
て
い

た
り
病
気
な
ど
の
た
め
、
下
校
後

児
童
の
面
倒
を
み
る
こ
と
が
で
き

な
い
家
庭

定
員
　
一
保
育
室
あ
た
り
四
十
名

費
用
(
保
護
者
負
担
金
)
　

児
童
一

人
あ
た
り
月
額
千
円

用
意
す
る
も
の
　
申
請
書
、
調
査
一
、

勤
務
証
明
書
(
用
紙
は
各
保
育
室

に
あ
り
ま
す
)

、
印
か
ん

申
込
・
問
合
せ
先
　
希
望
す
る
学
童

保
育
室
(
右
下
表
参
照
)

※
な
お
、
四
月
開
設
予
定
の
舎
人
学

童
保
育
室
(
仮
称
)
は
、
区
役
所
福

祉
事
業
課
で
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、

私
立
み
ど
り
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
(
興

本
小
内
　
　
(

九
八
-
七
二
四
〇
)

に
入
室
ご
希
望
の
方
は

、
直
接
ク
ラ

ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学 童 保 育 室 一 覧 表学
童
保
育
室

パ
ー
ト
募
集

勤
務
地
　
区
内
学
童
保
育
室

資
格
　
特
に
不
要
。
た
だ
し
、
心
宅

に
電
話
の
あ
る
女
子

勤
務
形
態
　

あ
ら
か
じ
め
登
録
多・
し

必
要
の
都
度
動
務
す
る

勤
務
時
間
　
正
午

、
f午
後
五
時

た
だ
し
、
冬
休
み
等
学
校
の
休
み

の
時
は
午
前
九
時
～
午
後
五
時

賃
金
　
一
時
間
五
百
十
円

申
込
方
法
　
履
歴
書
一
通
提
出

申
込
・
問
合
せ
先
　
福
祉
事
業
課
学

童
保
育
押
肖

お
気
軽
にご

利
用
く
だ
さ
い

住
宅
修
繕
資
金

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修
繕
、

ま
た
は
宅
地
の
整
備
を
し
よ
う
と
お

考
え
の
方
、
賢
金
不
足
で
お
困
り
の

時
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
住
宅
　
居
住
部
分
の
床

面
積
が
百
三
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル

以
下
で

、
全
体
の
床
面
績
の
二
分

の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
(
新
築
・
増

改
築
は
該
当
し
ま
せ
ん
)

対
象
と
な
る
宅
地
　
敷
地
面
積
が
三

百
三
十
平
方
ノ
ー
ト
ル
未
満
で
対

象
と
な
る
住
宅
か
建
設
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
建
て
替
え
の
場
合

は
建
て
替
え
後
も
居
住
す
る
こ
と

資
格
　
▼
区
内
に
一
年
以
土
住
所
々

4
す
る
こ
と
　
▼
区
民
税
を
完
納

し
て
い
る
こ
と
　
▼
年
齢
が
二
卜

歳
小
ら
六
1
-
四
歳
で
あ
る
こ
と

▼
連
帯
保
証
人
を
つ
け
ら
れ
る
こ

と
融
資
額
　
二
十
万
円～
百
五
十
万
円

利
率
　
年
五
き

実
質
申
込
者
負
担
)

償
還
　
五
年
以
内
の
元
金
均
等
月
賦

取
扱
機
関
　
富
士
銀
行
、
足
立
信
用

金
庫
、
成
和
信
用
金
庫
、
足
立
農

協
の
区
内
本
支
店

申
込
方
法
　
申
込
書

艮

民
係
に
あ

り
ま
す
)
に
住
民
票
、
納
税
証
明

書
、
工
事
見
槓
書
等
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

生

業

資

金

貸
付
対
象
　
一
股
金
融
機
関
か
ら
融

賢
を
受
け
る
こ
と
が
閑
雛
で
、
貸

付
を
受
け
る
事
業
に
よ
っ
て
生
計

を
立
て
、
住
民
税
が
お
お
む
ね
均

等
割
以
下
の
方
で
、
次
の
要
件
に

あ
て
は
ま
る
方

▽
区
内
に
一
年
以
廴
仕
住
の
こ
と

▽
す
ぐ
に
嗔
業
が
始
め
ら
れ
る
こ
と

▽
庄
民
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

▽
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

貸
付
限
度
額
　
七
十
万
円

利
子
　
年
二
・
六
五
%
(

す
え
お
き

期
間
中
は
無
利
子
)

返
済
方
法
　

五
卜
回
均
等
償
還
(
六

ヵ
月
す
え
お
き
)

申
込
受
付
期
間
　
昭
和
五
ナ
丑
年
一

月
十
一
口
犬
一
十
二
目

申
込
・
問
合
せ
先
　
民
心
係
(
申
込

用
紙
は
出
張
所
に
も
あ
り
ま
す
)

応
急
小
口
資
金

区
で
は
、
所
得
の
低
い
方
に
、
災

害
や
家
族
の
病
気
な
ど
で
急
に
お
金

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
賢
忿
の
一

部
を
お
貸
し
し
て
ぃ
ま
て

な
ね
、
申
込
用
紙
と
貰
付
案
内
番

は
、
出
張
所
の
窓
口
お
よ
び
区
役
所

に
あ
り
ま
す
。

貸
付
限
度
額
　
十
万
円
(
特
別
の
場

合
は
二
十
万
円
)

利
子
　
無
利
子

く
わ
し
く
は
、
民
生
係
へ
。

高
額
療
養
資
金

国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、
病
気
で

入
院
し
た
り
手
術
を
受
け

た
り

し

て
、
一
度
に
高
額
の
医
療
費
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
き
、
そ
の

支
払
い
に
よ
っ
て
生
活
が
著
し
く
苦

し
く
な
る
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
費

用
の

。
部
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

貸
付
限
度
額
　
元
月
五
十
万
円

利
子
　
無
利
子

く
わ
し
く
は
、
民
生
係
へ
。

次
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

三
年
以
内
に
水
洗
化
の
エ
亊
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
城

▽
青
井
二
丁
目
一
犬
二
・
六
・
儿
・

コ～
二
(
番
の
一
部

▽
青
井
三
丁
月
三
・
。
(
・
二
-
-
-
番

の
一
部

▽
梅
島
二
丁
目
七
・
(
番
の
一
部

▽
梅
田
三
丁
目

匸
一
・
二
九
・
三
(
)『

番
の
一
部

▽
梅
田
四
丁
目
一～
九
・
一
八～
二

二
・
二
四
番
の
一
部

▽
梅
田
六
丁
目
一
五
・
一
七～
一
九
・

二
二
二

一
五
番
の
一
紀

供
用
開
始
月
日
　
十
二
月
一
凵

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
小
菅
支
所
　

六
〇
二
-
(
(

二
二
、
ま
た
は

ほ
役
所
第
二
庁
舎
下
水
道
課
　
　

八
(
九
上
(

二
(
一

特
例
納
付
制
と
は

国
民
年
金
の
強
制
加
入
対
象
者

で
あ
っ
て
、
国
民
年
金
に
未
加
入

の
方
、
加
入
し
て
い
て
も
未
納
が

多
く
て
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
方
の
た
め
、
時
効
に
な
っ
て
納

め
ら
れ
な
い
過
去
の
保
険
料
(
免

除
期
間
を
除
く
)
弋

五
十
五
年

六
月
三
十
日
ま
で
不
足
分
一
ヵ
月

に
つ
き
、
四
千
円
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。
年
金
を
受

け
ら
れ
る
最
後
の
機
会
で
す
。

保
険
料
の

融
資
を
し
て
い
ま
す

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
が
、

未
納
が
多
い
た
め
、
一
度
に
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
、
ま

た
未
加
人
の
方
を
対
象
に
足
立
区
と

区
内
金
融
機
関
が
協
力
し
て
『
足
立

区
国
民
年
金
特
例
納
付
保
険
料
融
賢

制
度
」
を
始
め
ま
し
た
。

利
用
で
き
る
方
　
区
内
に
居
住
し
、

特
例
納
付
で
き
る
方
と
そ
の
配
偶

者
、
ま
た
は
、
同
居
す
る
扶
養
義

務
者
(
未
成
年
者
は
除
く
)
で
、

次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
方

▽
足
立
区
内
の
居
住
年
数
が
一
年
以

上
の
方

▽
勤
続
(
営
業
)
年
数
が
二
年
以
上

の
方

▽
年
収
が
百
五
十
万
円
以
上
で
、
収

人
が
安
定
し
て
い
る
方

▽
過
去
に
信
用
事
故
の
な
い
方

▽
融
賢
取
扱
店
の
定
め
る
基
準
に
あ

っ
て
い
る
方

※
融
資
基
準
は
、
融
資
少
・
希
望
す
る

金
融
機
関
(
信
託
銀
气

労
働
金
庫
、

農
協
、
郵
便
局
を
除
く
)
へ
直
接
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
条
件
　
。
"民
年
金
特
例
納
付
保

険
料
に
限
り
ま
す

問
合
せ
先
　
固
民
年
金
課

年
末
・
年
始
の
休
日
診
療
(
準

夜
間
診
療
)・
休
日
歯
科
診
療

年
末
・
年
始
{
十
二
月
二
十
九

日
(
土
了

一
月
三
日
(
木
ご

の
休

日
応
急
診
療
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。な

覡

保
険
証
は
忘
れ
ず
に
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

□
休
日
診
療
(
内
科
・
小
児
科
)

受
付
時
間
　
午
前
十
時～
午
後
四

時
▽
千
住
休
日
診
療
所
(
千
庄
仲
町

一
五
　
八
七
〇
-
○
四
六
一
)

▽
竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
塚

六
-
一
(
i

匸

丁

一
〇
一
　
(
(

五
一

五
四
二
こ

▽
東
和
休
日
診
療
所
{
東
和
四
-
-

}
O
I
三
　
　

六
二
九
-
七
(
(

一
)

▽
江
北
休
日
診
療
所
(
江
北
六一

一
六
-
ニ
ー
ー〇
一
　
(
九
六
-

四
〇
〇
四
)

□
休
日
歯
科
診
療

受
付
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
四

時
▽
竹
の
塚
休
日
歯
科
診
療
所
(
竹

の
塚
六一
一
(
―
匸
丁
一
〇

一
　
　
八
(
五
-
五
四
二
こ

□
休
日
準
夜
間
診
療
(
内
科
・
小

児
科
)

受
付
時
間
　
午
後
五
時
～
九
時
三

十
分
(
た
だ
し
、
診
療
開
始
は

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
)

▽
千
佳
休
日
診
療
所

▽
竹
の
塚
休
日
診
療
所

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係

年
末
年
始
の
窓
口
案
内

区
役
所
・
セ
ン
ター
・
図
番
館

な
ど
の
、
年
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昭 和54 年12 月20 日区 の お 知 ら せ ( 2)

昭和54年度足立区財政状況( 上半期) の公表から

当初予算総額942 億円

生活環境の整備をめざして
本区財政の実態を区民の皆さんに正しく理解していただき、より一層のご

協力をお願いするために、財政状況の公表を毎年2 回、6月と12月に行なって

います。今回は、昭和54年4 月1 日から昭和54年9 月30日まで( 昭和54年度上
半期) の財政状況と昭和53年度決算のあらましについてお知らせし ます。

昭和54年度 予算の執行状況

□ 一般会計
昭和54年度予算は、既定事務事業の見直し

を進めるなど財源の確保に努め、特に生活環

境の整備、義務教育施設、社会福祉の充実と

いった区民の皆さんの要望の強いものを重点

施策として予算を編成し、当初予算777億2, 1

12万7 千円でスタートしました。その後2 回

にわたり補正を行 ない、9 月30日現在の予算

額は801億6, 399万2 千円で、前年同期に くら

べ57億2, 729万3 千円の増、伸び率は7. 7% と

なっています。

予算の執行状況をみますと、予算現額801億6, 399

万2千円に対し。歳入で339億6, 351万2

千円が収入され、収入率42. 4% 、歳出では314

億6, 997万2 千円、39. 3% を支出しています。

科目別収支状況は、表- 1 、表- 2 、図一1

、図 一2 に示すとおりです。

表- 1昭和54年度一般会計歳入予算執行状況
( 54. 9. 30 現在)

表- 2昭和54年度一般会計歳出予算執行状況
( 54. 9. 30 現在)

図一1　昭和54年度一般会計予算現額と構成比 ( 54. 9. 30現在)

図 一2　 昭和54年度一般会計予算執行状況( 54. 9. 30 現在)
〔歳　 入 〕 〔歳　 出 〕

□ 国民健康保険特別会計
昭和54年9 月30日現在の予算額は、162億6, 702

万円で、前年同期にくらべ27億1, 604

万円の増、伸び率は20% となっています。

予算の執行状況は、予算現額162億6, 702

万円に対し、歳入で60億1, 812万4千円が収

入され、収入率37% 、歳出で52億3, 889万円、32. 2%

が支出されています。

□ 用地特別会計
昭和54年9 月30日現在の予算額は2 億50

万円で、前年同期と同額で、予算の執行状

況は、1 億7, 405万2千円が収入され、収入

率86. 8% 、支出はしていません。

財産、公債および一時借入金

◆ 区有財産

昭和54年9 月30日現在で区が所有してい

る財産は,次のとおり総額1, 349( 18, 198万1
千円です。これを昭和54年10月1 日現在の

区の人口62万6, 691人, 世帯数20万8, 230世

帯で割ってみますと,一人あたり21万5, 388

円, 一世帯あたり64万8, 235円となります。

区有財産の現況 ( 54. 9. 30 現在)

◆ 公 債

。昭和54年9 月30日現在における区債の総

額は、216億7, 471万1 千円で、その内訳は

次のとおりです。

総務債　5億7, 530万0千円

民 生 債　29 億651 万2 千円

環境衛生債　5億8, 019万0千円

土 木 債　50 億421 万6 千円

教 育 債　126 億849 万3 千円
◆ 一時借入金

一時借入金は、支払資金に一時的不足が

見込まれるとき、その不足を補うために

市中銀行などから借り入れる資金です。昭

和54年度の限度額は15億円ですが、昭和54
年9 月30日までの上半期においては、借り

入れの実績はありません。

繰越予算の執行状況
昭和53年度予算のうち、昭和54年度に繰

り越された予算は3 事業1 億6, 945万5千円

で、その執行状況は次のとおりです。

昭和53年度繰越明許費執行状況
( 54. 9. 30 現在)

東京都執行委任予算
この予算は、都の事務事業の一部を、都

知事から区が委任を受けて執行しているも

ので、そのおもなものは、区立小・中学校

教職員の給与費、失業対策事業費、医療助

成費、母子福祉資金貸付金で、昭和54年9

月30日現在の執行委任額および執行状況は
次のとおりです。

執行委任額および執行状況 ( 54. 9. 30 現在)

区民負担の概況
昭和54年9 月30日現在の特別区民税の

区民負担額の概況および推移は、次のと

おりです。

あなたの区税1, 000円の内訳
( 54. 9. 30 現在)

※ 区悦、特別区文付金、耡鑢金簪から叶算したもの。

(注) 区民脱興定額は9 月30日現在、世帝、人口は足立区世帯
人口調による獸課期日( 1 月1 日) 現在数である.

区民税負担のうつりかわり

着 々 とすすむ下水道工 事
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昭和53年度　決算のあらまし
歳入合計

963億2, 249万円
歳出合計

947億9, 128万円

昭和53年度各会計の執行状況につ

きましては、前回昭和54年3 月31日
現在で公表しましたが、その後2ヵ月

の出納蔓理期間を経過し、このほど

まとまり、11月に開かれた区議会第4

回定例会で承認されました。その

決算のあらましは、次のとおりです。

一般会計
一般会計の歳入決算額は821億6, 361万5

千円、歳出決算額は808億7, 721万9 千円で

歳入歳出との差額12億8, 639万6千円は、昭

和54年度へ繰り越されました。このうち、

竹の塚駅前公衆便所( 仮称) 建設、古千谷

橋排水場( 仮称) 建設、花見橋排水場( 仮

称)建設の繰越明許額は9, 701万9千円です。

昭和53年度一般会計決算額対前年度比較

昭和53年度決算概要

昭和53年度一般会計決算の財源別性質別内訳

1. 歳入

歳入の決算額は821億6, 361万5 千円で、

昭和52年度決算と比較して104億8, 200万7

千円、14. 6% の増で、前年度の伸び22% を7. 4%
下まわりました。

まず区財源のなかで最も大きな比率を占

める特別区交付金は、252億7, 413万2 千円
で前年度の259億1, 822万2 千円にくらべ、6{
£4, 409万円、2. 5% の減となっており、

歳入全体に占める割合は30. 8% で、前年度

の36. 2% を5. 4% 下まわりました。

特別区税は154億1, 397万5 千円で。前年

度の133{ g6, 858万3千円に くらべ20億4, 539
万2 千円、15. 3% の増で、歳入全体に占め

る割合は前年度と同じ18. 7% でした。
国庫支出金は146億9, 808万8 千円で前年

度にくらべ12億8, 009万9 千円、9. 5%の増

で、歳入全体に占める割合は17. 9%( 前年

度18. 7%) 、都支出金は69億5, 114万円で前

年度にくらべ29億8, 910万4千円、75. 4% の

増、歳入全体に占める割合は8. 5%( 前年度5. 5%)

、特別区債は55億5, 509万4千円で前
年度に くらべ9 億4, 245万9千円、20. 4% の

増で、歳入全体に占め る割合は6. 8%( 前年

度6. 4%) となってい ます。

2. 歳出

歳出の決算額は808億7, 721万9 千円で、

昭和52年度決算と比較して112億3, 413万4

千円、16. 1% の増で、前年度の伸び20. 9%

を4. 8% 下まわりました。予算に対する執行

率は99% となっています。

科目別にみますと第1 位民生贄の決算額

が、288億3, 434万3千円で歳出全体の35. 7%
を占めており、前年度と比較して49億9, 116

万1 千円、20. 9% の伸びとなっています。

この事業内容は、生活保護贄、竹の塚セン

ター建設、老人会館建設、児童館・老人館

建設、保育園建設および児童、老人。心身
障害者等の福祉対策経費です。

ついで構成比の高いのは教育費で28. 8% 、

決算額は232億7, 610万3 千円、前年度にく

らべ28億9, 229万7千円、14. 2% の増で、事

業内容ほ、校舎新増築、'屋内体育館建設、

プール建設等学校施設整備、教育扶助経費、

幼稚園児保護者負担軽減費、幼稚園就園奨

励費、鹿譌幼稚園建設、総合体育 館建設、

および社会教育等の経費です。
第3 位土木贄の決算額は、道路の拡幅・

新設、路面側溝改良補修、側溝新設改良、

公共溝渠改良、公共下水道枝線工事、公園

・児童遊園新設改良等の経費で、決算額は107

億318万3 千円で、前年度にくらべ19億9, 169
万4千円、22. 9% の増となっています。

第4 位総務贄は、98億662万5千円で歳出

全体の12. 1% を占め、前年度と比較して1

億1, 284万3 千円、1. 2% の増となっていま
す。

以上4 つの科目の決算額をあわせますと。

歳出全体の89. 8% を占め、環境衛生贄( 5. 9%)

、公債贄( 3. 3%) 、議会費( 0. 6%) 、産

業経済贄( 0. 4%) の順となっています。

昭和53年度一般会計決算
〔歳入〕

〔歳出〕

国民健康保険特別会計
国民健康保険特別会計の歳入決算額は139

億7, 103万6千円, 歳出決算額は137億7, 166万8

千円で, 歳入歳出との差額1億9, 936万8

千円は、昭和54年度へ繰り越しとなりまし

た。歳入は前年度決算と比較して20億9, 408
万7 千円、17. 6% の増、歳出は前年度決算

とくらべ20億261万7千円、17% の増となっ

て います。
昭和53年度国民健康保険特別会計決算

〔歳 入〕 〔歳出〕

用地特別会計
用地特別会計の歳入決算額は1<£8, 783万

9千円、歳出決算額は1億4, 239万4千円で、

歳入歳出との差額4, 544万5千円は、昭和54

年度へ繰り越しとなりました。 歳入は前年

度と比較して1, 221万1 千円、6. 1% の減、

歳出は前年度とくらべ3, 826万1千円、21. 2%

の減となっています。
昭和53年度用地特別会計決算〔歳入〕

〔歳出〕

昭和53年度に執行された
一般会計の主な事業

◆ 生活環境の整備………… … 80億8, 630万円

○ 交通安全対策　2R2, 752 万円

○ 保健セン ター建設　3 億5, 413万円

○ 母子保健対策　1 億2, 122万円

○ 休日診療　3, 244 万円
○ 道路整備等　16 億5, 894万円

○ 道路橋梁維持　8 億430万円
○ 公共溝渠改良　4 億9, 960万円

○ 公共溝渠維持　3 億2, 074万円

○ 公共下水道整備　21 億2, 367万円

○ 排水場新設, 整備　7 億4, 805万円

○ 街路灯新設改良　1 億2, 765万円

○ 公園新設改良　4 億1, 865万円

○ 親水対策　1, 405 万円

○ 私道整備・私道排水設備助成　8, 747万円

◆ 青少年の健全育成… …… 116億1, 944万円

○ 小・中学校校舎増築, 体育館,

プール建設　31 億800万円
○ 小・中学校校地購入　27 億8, 417万円

○ 小・中学校教室のガス暖房化　4

億2, 151万円

○ 児童・生徒の就学扶助　15 億6, 656万円

○ 児童・生徒の就学援助　2, 448 万円

○ 私立幼稚園児等保護者負担軽減　6

億4, 825万円

○ 公私立幼稚園就園奨励　2 億8, 558万円
○ 鹿浜幼稚園建設　1 億6, 352万円

○ 青少年問題対策, 青少年教育の振興　5, 615

万円

○ 児童遊園新設改良　4, 863 万円

○ 幼児家庭教育学級　294 万円

○ 総合体育館建設　16 億6, 014万円

○ 区民 スポーツ教室　857 万円

○ 区民大運動会　619 万円
○ 図書館の図書充実　4, 391 万円

◆ 社会福祉の充実………… 183億4, 547万円

○ 生業資金等貸付　1 億1, 988万円

○ 心身障害者( 児)・老人・児童の

福祉の充実　33 億5, 623万円

○ 竹の塚センター・老人会館・

老人館(児童館併設) 建設　14億1, 750万円

○ 生活保護等扶助　128億3, 673万円
○ 難病患者福祉手当支給　2, 382 万円

◆ 公害防止と緑化推進……… 101億4, 689万円

○ 環境整備資金貸付　1, 012万円

○ 公害防止施設整備資金融資　838万円

○ 大気汚染監視室の整備　1, 638万円

○ 公害健康被害補償事業　8億3, 121万円
○ 学校・公園等施設の植樹　1 億349万円

○ さくら植樹　1, 085 万円

○ 苗木の配布　1, 027 万円

◆ 大震火災対策………… … … 1億3, 128万円

○ 防災用貯水槽設置　1, 948 万円

○ 防災用三角バケツの配布　4, 815 万円

○ 消火器の地域配備　1, 549 万円
○ 地域危昨度等調査　300万円

○ 防災組織の育成　2, 453 万円

○ 災害用備蓄物資購入　587 万円

◆ その他… …… …… … ……… 67 億2, 674万円

○ 基本構郡策定　3, 992 万円

○ 中小企業融資　4, 637 万円
○ 同和対策事業　2, 204 万円

○ 広報・広胎の充実　9, 837 万円

○ 消費者対策　2, 448 万円

○ 区民農園設置, 運営　478 万円

○ 区民納涼大会　1, 610 万円

○ 住宅修挙資金融資　903 万円

○ 公共施設建設資金積立金　9億6, 194万円

○ 本庁舎増改築　5億8, 945万円
○ 開発公社業務委託　19 億8, 164万円

○ 特別区債の元利償還　26億8, 533万円
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この冬は
寒さに負けない
体力づくりを

冬
は
体
力
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス

、

今
年
の
冬
は
、
体
力
づ
く
り
で
、
カ

ゼ
ひ
き
さ
ん
に

、
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
し
よ

う
。若

さ
あ
ふ
れ
る
ト
レ
ー
ナ
ー

が
、

あ
な
た
の
体
力
づ
く
り
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
ア
ス
レ
チ
'
ク
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
、
み
ん
な
に
差
を
つ
け
よ

う
!ス

キ
ー
、
ス
ヶ
-
卜
、
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
、

あ
な
た
の
鍛
え
た
腕
前
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
。

指
導
時
間

▽
平
日
お
よ
ぴ
土
曜
日

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

午
後
二
時
～
二
時
三
十
分

夜
間
六
時
三
十
分
～
(
時

▽
日
曜
お
よ
ぴ
祝
日

午
前
十
時
～
十
一
時
、十
一
時
三

十
分
～
十
二
時
三
十
分

午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
卜
分

三
時
～
四
時

な
覡

十
二
月
は
二
十
七
旦

木
)

ま
で
、
一
月
は
(
日
(
火
)
か
ら
で

す
。
〔
他
の
施
設
は
五
日
(
土
)
か

ら
開
設
し
ま
す

〕

区
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

十
二
月
二
十
二
日
(
土
)
は
、
ス

ポ
ー
ツ
サ
ウ
ナ
、
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
場

を
除
弌

無
料
で
佃
人
利
用
が
で
き

ま
す
。

▽
利
用
時
間

午
前
九
時
～
正
午

午
後
一
時
～
四
時

夜
間
五
時
～
(
時

問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

ク
ー
　
　
(
五
九
-
人
二
一
一

婦

人

水

泳

初

心

者

教

室

日
時
　
一
月
二
十
五
日
(
金
)
・
二

十
六
日
(
土
)
・
二
十
九
日
(
火
)

三
十
一
日
(
木
)
、
二
月
一
日
(
金
)

の
五
日
間
、
時
間
は
い
ず
れ
も
、

午
前
九
時
三
十
分～
十
一
時
三
十

分
場
所
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
(
竹
の

冢
駅
よ
り
徒
歩
約
二
十
分
、
ま
た

は
、
北
千
住
駅
・
竹
の
塚
駅
よ
り

消
掃
工
場
行
バ
ス
終
点
下
車
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
婦
人
で
、

五
日
間
受
講
で
き
る
万

内
容
　
初
心
者
を
対
象
に
正
し
い
泳

法
の
指
導
を
行
な
い
ま
す

定
員
　
百
名
(
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は

、
抽
せ
ん
に
よ
り
参
加
者
を

決
定
し
ま
す
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢

、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
(

往
復
は
が
き
以
外
の
申
し
込
み

は
お
断
り
し
ま
す
)

申
込
期
間
　
十
二
月
二
十
日
圭
一
十

五
日
(
消
印
有
効
)

注
意
事
項
　
▼
健
康
診
断
一
(

一
ヵ

月
以
内
の
も
の
)

を
初
日
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
　
▼
参
加
中

は
必
ず
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
　
▼
参
加
者
は
指
導
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
竹
の
塚
温
水
プ

ー
ル
水
泳
初
心
者
教
室
担
当
(
〒
1
2
1

西
保
木
問
四
―
一
〇
1
一
　
　
(

五
〇
-
一
二
一
三
一
)

区 民 カ レ ン ダ ー
( 1月1日～31日)

区 から来たと 称してバン

ドエ イドな どの 品物を売り

歩 く者 がいます が、区と は

関係あ りません 。ご注意 を。

新
年
こ
ど
も
た
こ
あ
げ
大
会

新
ら
し
い
年
を
迎
え
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
夢
と
希
望
を
は
ぐ
く
む

た
め
恒
例
の
「
新
年
子
ど
も
た
こ
あ

け
大
会
」
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
冬
休
み
を
利
用
し

創
意
と
工
夫
を
生
か
し
た

瓦

石

を
作
り
、
ホ
前
に
審
査
な
ど
を
行
な

う
コ
ン
ク
ー
ル
と
、
当
日
参
加
者
全

員
に
よ
る
、
た
こ
あ
け
を
行
な
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
当
日
参
加
者
先
着
二
千
五

百
名
の
方
に
、
角
だ
こ
を
差
し
あ
け

ま
す
。

日
時
　
一
月
二
十
日
(
日
)
　
午
後

一
時
<
雨
天
の
場
合
は
、
二
十
七

日
(
日
)
に
順
延
>

場
所
　
区
営
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

参
加
対
象
　
区
内
子
ど
も
会
な
ど
の

会
貝
。
た
だ
し
、
参
加
者
全
貝
に

よ
る
た
こ
あ
け
の
参
加
は
自
由

大
会
内
容

▽
佃
人
競
技

審
査
基
準
は
、
た
こ
の
形
、
デ
ィ

ザ
ン
な
ど
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
ら

の
弋

自
分
で
作
り
事
前
に
審
査

を
受
け
、
大
会
当
日
、
飛
し
I

つ

審
査
を
行
な
う
。

▽
ブ
ロ
y
ク
競
技

各
地
区
少
年
団
体
協
議
会
の
代
表

選
手
(

三
名
)

に
よ
り
競
枝
倉
口

な
う
。

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
'
ン

「
日
本
凧
の
会
」
に
よ
る
日
本
お

よ
ぴ
、
世
界
各
地
の
た
こ
飛
し
″

う
実
演
。

申
込
方
法
　
個
人
競
技
は
、
申
込
肓
(

地
少
協
、
青
少
年
係
に
あ
り
ま

す
)
に
記
入
の
う
え
、
各
地
区
少

年
団
体
協
亀
会
を
通
じ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
廃
犬

引
取
り
業
務

引
取
り
先
　
足
立
・
千
住
両
保
健
所

時
間
　
午
前
九
時
～
午
前
九
時
三
十

分
▽
年
末
…
十
二
月
二
十
(
日
(
金
)

ま
で

▽
年
始
:
二

月
四
日
(
金
)
か
ら

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
　
　
(

五

五
―
四
一
五
一
、
千
住
保
健
所
　
(
(
(
-

四
二
七
七

※
緊
急
の
場
合
に
は
、
東
部
犬
管
理

事
務
所
(
　
(

〇
ニ
ー
四
四
二
四
)

へ
直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

医

療

従

事

者

年

末

届

に

つ

い

て

医
師
を
は
じ
め
次
の
九
穐
の
免
許

を
持
つ
医
療
従
箏
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
律
に
基
づ
き
、
毎
年
卜
二
月
一
こ

十
一
日
現
在
で
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

▽
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
=
・
業

務
に
従
事
す
る
し
な
い
に
か
か
わ

ら
す
免
許
の
あ
る
方

▽
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
(
古

准
看
護
婦
(
古

、
歯
科
衛
生
士
、

歯
科
技
工
士
…
区
内
に
お
い
て
、

そ
の
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

届
出
期
間
　
管
轄
の
保
健
所
(
医
務

担
当
)
で
一
月
十
四
日
ま
で
受
け

付
け
ま
す

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
(
伊
興
町

前
沼
一
一
五
七
⊥
(
　
　
(

五
五

―
四
一
五
一
)
、
千

住
保
健
所
(

千
住
仲
町
七
六
　
　

八
(
(

・
l

四
二
七
七
)

精

神

衛

生

相

談

日
時
　
一
月
十
七
川
(
木
)
午
前
九

時～
十
時
三
十
分

担
当
　
専
門
医
(
費
用
無
料
)

※
相
談
希
望
者
は
、
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先
　

江
北
保
健
相
談

所
　
　
(

九
六
-
四
つ
の
四

心
身
障
害
者

福
祉
手
当

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
期
支
払
分
　

(
(
月～
十
一
月
分
)
は
、
十
二
月

二
十
五
日
頃
あ
な
た
の
指
定
し
た
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。
(
受
給
者
の

方
に
は
(
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
)
　

な
お
、
受
給
賢
格
が
あ
る
方
で
、

ま
だ
申
諸
し
て
い
な
い
方
は
、
次
の

要
領
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
、

受
給
資
格
　
区
内
に
居
住
の
満
二
十

歳
以
上
の
'
方
で
、
身
障
手
帳
一
級～

二
級
、愛
の
手
帳
一
度
二

一度
、脳

畦
マ
ヒ
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の
　
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、住
民
票
、

本
人
名
儀
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局

は
除
く
)
、
印
か
ん

支
給
月
額
　
身
体
障
害
者
手
帳
三
級

の
方
…
二
千
円
、
そ
の
他
の
方
:一

七
千
円

※
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
の
方
、
老

人
福
祉
手
当
、
難
病
思
者
福
祉
手
当

を
受
給
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

難

病

患

者

福

祉

手

当

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
期
支
払
分
　

(
(
月～
十
一
月
分
)
は
、
十
二
月

二
十
五
日
頃
あ
な
た
の
指
定
し
た
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。
(
受
給
者
の

方
に
は
(

ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
)

な
お
、
受
給
賢
格
が
あ
る
方
で
、

ま
だ
申
謂
し
て
い
な
い
方
は
、
次
の
'

要
領
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
　
区
内
に
居
住
し
左
表
の

疾
病
の
あ
る
方

支
給
観
　
月
額
七
千
円

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
住
民
票
の

写
し
(

世
帯
全
員
)
、
医
師
の
診

断
一

、本
人
名
俄
の
預
金
通
帳
(
郵

便
局
を
除
く
)
、
印
か
ん

※
た
だ
し
、
東
京
都
医
療
費
助
成
要

綱
に
よ
る
医
鍛
券
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、
該
当
す
る
疾
病
名
か
記

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
医
療
券
の
写

し
で
診
断
一

に
か
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

支
給
さ
れ
な
い
方
　
心
身
障
害
者
裲

祉
手
当
、
児
童
育
成
手
当
(
障
害

手
当
)
、
老
人
福
祉
手
当
を
受
け

て
い
る
方

申
購
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

該 当 す る 疾 病

ご
協
力
く
だ
さ
い

工
業
統
計
調
査

「
工
業
統
計
調
査
」
が
今
年
も
十

一
。月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
す

べ
て
の
工
業
事
業
所
を
対
象
に
、
従

業
者
数
、
原
材
料
の
使
用
碩
、
製
造

品
出
荷
額
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
結
果
を
利
用
し
て
、例
え
ば

都
市
開
発
、
下
水
道
整
備
計
画
な
ど

の
立
案
の
た
め
の
重
要
な
参
考
賢
科

と
な
る
と
と
も
に
、
国
民
生
活
の
広

い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
調
査
票
は
統
計
以
外
の
目
的
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
一
月
、
二
月
中
に
調
査
員
が

各
事
業
所
を
訪
問
し
た
お
り
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
統
計
係

掲
示
板

清
掃
作
業
の

お
知
ら
せ

例
年
、
年
末
は
ゴ
ミ
が
大
幅
に

増
え
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
、

十
二
月
二
十
二
日
(
土
)
ま
で
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ゴ
ミ
　
十
二
月
二
十
六
日

(
水
)～
一
月
十
二
日
(
土
)

ま
で
休
み
ま
す
。

そ
の
他
の
一
般
ゴ
ミ
　
年
末
十
二

月
三
十
口
(
日
)
ま
で
、
年
始

は
一
月
五
口
(

土
)
か
ら
収
集

を
始
め
ま
す

※
た
だ
し
、
}
部
収
集
日
が
異
な

る
場
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
集
積

所
の
ピ
ラ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
東
・
酉
清

掃
事
務
所
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
バ
ザ
ー

こ
の
収
益
金
は

、
障
害
者
施
設

に
寄
付
を
し
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
二
十
一
日
(
金
)

午
前
寸
時
～
午
後
三
時

場
所
　
青
年
館
前
庭

※
不
用
品
の
受
け
付
け
は
、各
裲

祉
畊
務
所
と
青
年
館
で
す
。

問
合
せ
先
　
千
葉
(
　

九
一
九
-

七
三
九
七
)

、
小
林
(
　

八
八

匕
-
五
七
四
四
)

区

民

新

年

ラ

ジ

オ

体

操

大

会

日
時
　
一
月
二
日
(
水
)
午
前
(

時

場
所
　
区
立
東
綾
瀬
中
学
校
校
庭

(
雨
天
の
場
合
は
同
校
体
育
館
)

※
参
加
希
望
の
方
は
当
日
直
接
会

場
へ

。

問
合
せ
先
　
足
立
区
ラ
ジ
オ
体
操

会
事
務
局
　
　
八
七
―
○
二
九

(
大
原
宅
)

身

体

の

不

自

由

な

方

へ

四
月
入
校
の

職
業
訓
練
生
を
募
集

科
目
・
定
員
　
皮
製
品
製
作
・
・
・
十

名
、紳
士
服
縫
製…
十
五
名
、

洋
裁
・
・
・
十
五
名
、
ミ
シ
ン
縫
製

…
十
五
名
、和
裁
:
一
十
五
名
、

編
物
…
十
名
、
製
靴
・
:
二
十
名
、

工
業
彫
刻
・
=
十
五
名
、
和
文
夕

イ
プ
製
版
・
'
・
十
名
、
機
械
製
図
…

一
十

五

名

、ト

レ
ー

ス
・
・・
十

名

、

木

工
・
=
十
名

、
義

肢

装
具
・
・・
十

名
、

塗
装

…

二

十
名

、

事
務
・
・・

二

十
名
、

写

真

植
字

…
十

名

資

格
　

▼

身

体

陣

害
者

で

磯

務

教

育

修
了

ま

た
　
は

、
こ

れ

と
同

等

の

学

力

を

有

し

、
就

業

す
る

意

志

の

あ

る

方
　

▼

伝

染

性

疾

患

重
度

視
力

障

害

等

が

な

く

、
医

寮

管

理

ま

た

は

、
介

護

を
必

要

と

し

な

い

で

、
団

体

生
活

の

で

き

る

方

※
た
だ
し
、機
械
製
図
は
高
卒
程

度

の

学

力

が

必

要
で

す

。

募

集

期

限
　

一

月

三

十

一

日

特

典
　

授

業

料

無

料

、訓

練

手

当
・

通

校

手
当

か

出

る

な

ど
の

特

典

が

あ

り

ま

す

。

申

込
先
　

公

共

職

業

安

定

所

問

合
せ

先
　

東

京

身
体

障

害
者

職

業

訓

練
校
(

小

平

市

小

川
西

町

二

二

六

〇
　
　

○
四

二

三
-

四

一
一

一

四

コ
)

家

庭

婦

人

の

た

め

の

ス

ケ

ー

ト

教

室

日
時
　
一
月
十
(
日
(
金
)
・
二

十
一
日
(
月
)
・
二
十
三
日

(
水
)
午
前
十
時
～
正
午

場
所
　
松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

受

講

料
　

千
(

百

円
(

貸

靴

無

料
)

申

込

・

問

合
せ

先
　

区

ス

ヶ
I

ト

連

盟
　
　
(
(

丁

九

〇

六

五

区

民

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

の

夕

べ

日
時
　
一
月
十
日
(
木
)
・
二
十

四
日
(
木
)
午
後
六
時
～
九
時

場

所
　

千

寿
第

三

小

学

校

体

青

館

対
象
　

十

六
歳

以

上

、

初
心

者

歐

迎

問

合
せ

先
　

区

フ

ォ

ー
ク

ダ

ン

ス

連

盟
　
　

八
(

一
-

九

〇

六

五

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

十
一
月
十
(
日
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
足
立
区
国
際
児
甓

年
記
念
・
青
少
年
非
行
化
防

止
区
民
大
会
で
、ユ
ニ
セ
フ

募
金
と
し
て
、
二
万
九
千
五

百
五
十
円
が
集
ま
り
ま
し

た
。募

金
は
東
南
ア
ジ
ア
の
子

ど
も
た
ち
を
救
済
す
る
資
金

の
一
部
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
　
青
少
年
係

H. NA　235, 000


